
令和６年能登半島地震等への対応状況
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環境再生・資源循環局 災害廃棄物対策室
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1月 1日 令和６年能登半島地震発生

  1月 2日～ 環境省職員の現地派遣

  1月 5日～ 災害廃棄物処理支援員制度（人材バンク）による自治体支援員派遣

 災害廃棄物処理支援ネットワーク（D-Waste.Net）等による収集運搬・技術支援

  1月13日～ 各地自治体から被災自治体への職員短期派遣・災害廃棄物事務支援

  1月26日 予備費（災害廃棄物処理関係）の使用決定
 計５回・約592億円の予備費の使用決定（１月、３月、４月、６月、10月）

  1月29日 公費解体・撤去マニュアル（第１版）策定
 以降、現場での課題や要望を踏まえ、４度にわたり改訂（２月、３月、４月、６月）

  2月～  被災市町における公費解体の申請受付（各市町で順次）

  2月 6日 「石川県災害廃棄物処理基本方針」策定

  2月29日 「石川県災害廃棄物処理実行計画」策定

  5月28日 法務省・環境省連名の事務連絡発出

  7月10日 石川県外への広域処理（海上輸送）開始

  7月22日 石川県・環境省「公費解体の加速化に向けた対応方針」公表

  8月26日 石川県･環境省「公費解体加速化プラン」公表

  9月～  北陸ブロック外への広域処理開始（道路輸送：9/4～、鉄道輸送：9/27～）

9月21日 9月20日からの大雨による水害（奥能登豪雨）の発生

10月 ５日 水害に関する特例的支援方針の公表

令和６年能登半島地震等への主な対応経緯（災害廃棄物関係）

※石川県を中心に記載
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令和６年能登半島地震の概要

◼ 令和６年１月１日16時10分にマグニチュード7.6、深さ16kmの地震が発生し、石川県輪島市、志賀町で
震度７を観測したほか、北海道から九州地方にかけて震度６強～１を観測。

◼ この地震により石川県能登に対して大津波警報を、山形県から兵庫県北部を中心に津波警報を発表し、警
戒を呼びかけ。

◼ 気象庁では、１月１日のM7.6の地震及び令和２年12月以降の一連の地震活動について、その名称を「令
和６年能登半島地震」と定めた。
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令和６年能登半島地震における住家被害状況（令和６年12月10日時点）

都道府県名 全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 合計

新潟県 109 4,042 19,427 14 23,592

富山県 259 805 21,341 22,405

石川県 6,076 18,305 71,759 6 5 96,151

合計 6,444 23,152 112,527 6 19 142,148

※画像は全て環境省撮影

※単位：棟数
※表の数字は各県ＨＰの被害報告より引用。新潟県、富山県は11/29時点の棟数を記載(富山県は、未分類24棟を除く棟数を記載)。
※非住家被害は、石川県は公共建物330棟、その他35,063棟（半壊以上） 、新潟県は非公共68棟。

新潟県新潟市 路面の隆起
（１月２日）

石川県穴水町 民家の被害
（１月５日）

石川県七尾市 道路被害
（１月９日）
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◼ 発災直後、1月2日より石川県庁、1月5日以降に奥能登６市町に環境省職員を派遣し、被災市
町における災害廃棄物処理を支援

◼ 災害廃棄物処理支援員制度（人材バンク）、災害廃棄物処理支援ネットワーク（D.Waste-
Net）、災害廃棄物中部ブロック広域連携計画等に基づく短期職員派遣等を活用し、災害廃棄物
処理のステージに応じた被災市町への支援を実施

令和６年能登半島地震への対応：災害廃棄物対策の基本方針

➢職員派遣、現地支援チーム設置、現地状況把握
（人材バンクを活用した自治体職員の派遣）

➢避難所の仮設トイレ等からのし尿の回収・搬出
➢生活ごみ、片付けごみ等を処理する処理施設の被災復旧・代替施設の確保

１．生活ごみ処理（し尿・日常生活ごみ）

➢災害廃棄物の仮置場の確保・設置
➢被災家屋の片付けごみ・家屋解体ごみ等の撤去・仮置場への搬出
➢全国の市町村や民間事業者等（災害廃棄物処理支援ネットワーク等）の応援による収

集運搬支援

２．災害廃棄物の生活圏からの撤去

➢仮置場からの搬出、処理施設での処理
➢周辺自治体や民間事業者等の受け入れによる広域処理

３．災害廃棄物の処理

※画像は全て環境省撮影

輪島市での仮置場の状況確認

能登町での浄化槽の状況確認
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◼ 解体見込棟数32,410棟の 34.0%となる 11,020棟の解体が完了
◼ 11月単月 計画:  2,400棟 実績:  3,286棟 達成率:137％
◼ 11月末累計 計画: 10,180棟 実績:11,020棟 達成率:108％

災害廃棄物処理（公費解体）の推進について

公費解体の主な取組状況と各市町の実績

公費解体の申請手続等の円滑化

• 申請書類の合理化についてマニュアル等の策定・改訂を行い周知

• 建物性が失われた家屋等は関係者全員の同意取得を不要とし、登記
官による職権滅失登記や土地家屋調査士の協力等により、申請手続を
簡素化

工事前調整の円滑化･効率化による解体工事発注の加速化

• 工事前調整の効率化や補償コンサルタントの体制確保・強化

解体見込棟数の見直し等（公費解体加速化プラン（8/26策定））
• 解体見込棟数の見直し(22,499棟⇒32,410棟)

• 中間目標の設定(令和6年12月末、12,000棟解体)

• 解体工事体制の充実・強化（600班規模⇒1,120班（10月末時
点）、ピーク時1,200班体制で実施)

• 災害廃棄物処理体制の拡充（仮置場の追加確保、広域処理の拡
充）等

※1 解体実施棟数（累計）には発注数を含む ※2 自費解体及び緊急・公費解体の合計棟数

公費解体の進捗状況と今後の対応

・令和7年10月の解体完了に向け解体班数を増強中

- 10月末時点で計画のピークトップである1,120班に到達
- 水害に伴う解体作業の中断による影響に対応すべく、解体

班数を1,200班程度に増強

・自費解体（解体費用の立替えと払戻し）の促進
- 10月10日より石川県が自費解体つなぎ資金利子助成制度を創設

今後の対応

4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 9月末 10月末 11月末

申請棟数 10,279 16,971 21,767 25,212 28,200 30,040 31,865 33,411

解体実施棟数※1 316 1,277 3,116 6,389 10,149 14,512 19,131 23,161

(うち完了※2) 178 466 1,076 2,188 3,396 5,096 7,734 11,020
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９月豪雨による公費解体への影響と対応

９月豪雨による公費解体への影響と対応状況

・発災時、安全のため、奥能登全域で公費解体作業を中断
・作業の再開に当たり発生した影響について順次対応を実施

９月豪雨に関する特例的な財政支援

◼激甚災害に指定される見込みである今回の大雨災害に続けて襲われたことを踏まえ、災害廃棄物処理を
迅速・円滑に実施する観点から、特例的に

①令和６年能登半島地震と同水準の
財政支援を行うとともに

②半壊以上の家屋等の解体を補助対象
とする。

※ 激甚災害で、災害対策債の発行要件を満たした場合、地財措置45.7%（財政支援計95.7%）

大雨による影響 実施した対応

✓解体作業用の重機やダンプが水没・埋没

✓解体作業員の宿舎で床上浸水などが発生

✓解体工事再開後も、通行止めなどによる
道路状況の悪化により、解体速度が低下

✓珠洲市、輪島市の仮置場で浸水が発生

✓解体作業を実施できない解体班が、道路
啓開などの復旧工事を実施

⇒残った重機又は新たに購入等した重機で作業

⇒代替宿泊施設に移動

⇒解体作業が実施できる家屋等への解体班の配
置変更により影響回避

⇒全て復旧済

⇒解体に従事する班数を維持又は増加
豪雨直後の珠洲市の解体現場例

半壊
（特定非常災害のみ）

全壊
（全ての災害で対象）

公費解体対象

財政支援（国庫・地財）

通常災害 激甚災害：
90%/95.7%※
(国庫補助50%、地財措置+40%/45.7%※)

特定非常災害：97.5%以上
(国庫補助50%+α、地財措置+47.5%) 令和6年能登半島地震

9月20日からの
大雨

①

②
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